


要約:現在普遍的に用いられている新生児期の神経学的診察法が神経学的予後を予測する

うえでどれ程有用であるか、過去の研究報告をもとに文献的考察を行った。神経学的診察

法単独では予後を正確に予測することは困難であったが、頭部超音波検査法を組み合わせ

ることや、経時的に診察を行うことによりその信頼性を高いものにすることが可能と思わ

れた。また新生児期に出現する general movement を観察し、評価することが神経学的予

後の予測に有用であると思われ、新生児期のルチーンの神経学的診察法に今後加えられる

ことが望ましいものと考えられた。


